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会
津
若
松
市
東
山
町
天
寧
寺

近
藤
勇
の
墓

一
八
六
八
年
四
月
、
近
藤
勇

は
千
葉
の
流
山
で
捕
ま
り
、
江

戸
板
橋
の
刑
場
で
四
月
二
十
五

日
処
刑
さ
れ
、
京
都
の
三
条
大

橋
に
「
さ
ら
し
首
」
と
な
り
ま

す
。
そ
の
後
、
首
は
行
方
不
明

と
な
り
ま
す
が
、
会
津
に
運
ば

れ
た
と
当
時
か
ら
噂
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

会
津
藩
で
は
墓
を
建
て
ま
す
。

「
松
平
容
保
公
、
天
寧
寺
山
の

上
に
閏
四
月
二
十
五
日
に
相
建
、

法
名
「
貫
天
院
殿
純
忠
誠
義
大

居
士
」
と
云
」
『
島
田
魁
日

記
』戒

名
は
容
保
公
が
付
け
ま
す
。

白河城下での敗戦後、
母成峠に転陣するまで
滞在していた郡山市湖
南町の福良本陣跡

宇都宮城の4月23日の戦い後、幕府軍と新選組
は日光に留まります。そして、土方歳三らは山
王峠から田島に入り、4月27日若松城下七日町清
水屋旅館に約130人で留まります。土方が、宇都
宮の戦いで傷を湯治した東山温泉の不動の湯。
現「新瀧の不動湯」。

昭和38年の神指城。旧幕府軍
の衝鉾隊が9月4日まで滞在拠点
としてい神指城二ノ丸の如来堂。
この城は、直江兼続が指揮監督
して築いた未完成の平城で面積
は約55ヘクタール、若松城の2
倍あり。

一
八
六
八
年
、
四
月
二
十
日
か
ら

西
軍
の
攻
撃
が
白
河
城
で
開
始
さ
れ

ま
す
。
五
月
一
日
の
白
河
城
の
戦
い

で
新
選
組
は
白
河
の
脇
本
陣
を
本
拠

と
し
て
戦
い
ま
す
。
敗
戦
後
、
郡
山

市
湖
南
町
福
良
の
本
陣
に
入
り
、
郡

山
市
湖
南
町
福
良
を
本
陣
と
し
、
龍

伏
寺
で
傷
を
癒
し
ま
し
た
。

西
軍
の
進
行
と
と
も
に
、
母
成
峠

へ
向
い
八
月
二
十
一
日
戦
い
ま
す
。

斎
藤
一
は
東
側
の
勝
岩
の
方
面
を
守

備
し
て
い
ま
し
た
が
敗
戦
。
隊
は
二

つ
に
分
か
れ
、
一
隊
は
秋
元
原
に
逃

れ
、
土
方
歳
三
と
斎
藤
一
は
、
戸
ノ

口
へ
向
か
い
ま
す
。
そ
の
後
、
斎
藤

一
は
天
寧
寺
へ
向
い
ま
す
。
八
月
二

十
三
日
、
戸
ノ
口
原
で
の
敗
戦
後
、

若
松
城
下
に
い
た
隊
は
、
喜
多
方
市

塩
川
町
へ
向
い
、
さ
ら
に
裏
磐
梯
大

塩
温
泉
へ
行
き
ま
し
た
。
土
方
歳
三

が
二
十
五
日
、
米
沢
藩
に
入
り
ま
す

が
、
米
沢
藩
は
裏
切
っ
た
こ
と
が
判

明
し
、
箱
館
に
向
う
土
方
歳
三
と
会

津
に
残
る
と
し
て
斎
藤
一
は
二
十
六

日
別
れ
ま
す
。
そ
の
時
斎
藤
一
が

「
落
城
せ
ん
と
す
る
を
見
て
、
志
を

捨
て
去
る
、
誠
義
に
あ
ら
ず
」
『
谷

口
四
郎
兵
衛
日
記
』
と
語
り
、
大
鳥

圭
介
と
と
も
に
塩
川
に
転
陣
し
ま
す
。

九
月
一
日
、
斎
藤
一
は
大
鳥
圭
介

隊
と
と
も
に
喜
多
方
市
山
都
町
小
布

瀬
に
到
着
、
翌
日
同
町
の
陣
ケ
峰
に

移
動
、
三
日
と
四
日
は
同
町
の
長
窪

で
戦
い
ま
す
が
敗
戦
。
翌
日
、
衝
鉾

隊
の
基
地
と
な
っ
て
い
た
神
指
城
二

ノ
丸
如
来
堂
へ
行
こ
う
と
し
ま
す
が
、

衝
鉾
隊
は
、
北
方
小
荒
井
へ
の
応
援

要
請
が
あ
り
す
で
に
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
衝
鉾
隊
と
は
す
れ

違
い
と
な
り
ま
す
。
九
月
五
日
朝
、

如
来
堂
で
は
、
若
松
城
下
か
ら
進
行

し
て
き
た
西
軍
に
取
り
囲
ま
れ
、
十

三
人
が
戦
い
ま
す
が
戦
死
者
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
斎
藤
一
ら
は
、
会
津

盆
地
南
西
の
高
田
へ
逃
れ
、
高
田
で

の
敗
北
後
、
大
内
を
経
て
田
島
に
逃

れ
ま
す
。
そ
こ
で
半
分
は
水
戸
へ
行

き
、
半
分
は
南
会
津
に
残
り
戦
い
降

伏
し
、
塩
川
へ
送
ら
れ
、
そ
の
後
、

越
後
の
高
田
藩
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

斎
藤
一
の
墓
は
、
会
津
若
松
市
七

日
町
の
阿
弥
陀
寺
に
あ
り
ま
す
。
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